
第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

学　校　給　食

豊かな感性を育む給食指導
～学級担任と連携した給食指導の実践を通して～

1　はじめに

「あれ!きんぴら　ぜんぜん　たべてないね。」「・　・」

「きらい　なん?」「・　・」

「一口たべて　味をたしかめてごらん。」「…・」

子どもは,だまって私ときんぴらを交互に見つめている。

「食べたこと　ないん?」「うん」と少しあごをひいて答えてくれました。

入学間もない子どもたちの,ほんの一例である。現在の子どもたちは食べ

たい時に食べたい物を食べたいだけ食べられる環境にあり,偏食や過食によ

る成人病の低年齢化が進み子どもの健康が危倶されている。生涯を通じて健

康な生活を送るには,幼い時からある年齢まで,どのような食体験をしてき

たかという,この食歴が成人になってからの健康に大きくかかわってくる。

学校給食は身体の健康だけでなく,毎日の実践活動を通して心とからだを

育てることがねらいである。給食指導を単なる食事指導とみないで,人間性

豊かな子どもたちを育てる教育そのものであると考える。

このような考えにたち,給食ではめざす子ども像を次のように設定した。

仲よく楽しく食事をする子

羞

食べものに関心をもつ子

食べものを大切にする子

がんばって何でも食べれる子 生
健
ふ

思いやりの心をもつ子

感謝の心をもつ子

豊かな心と健康なからだ

涯にわたって主体的な
康管理と人間性豊かな
れあいを深める

2　給食指導の重点

入学間もない子どもたちにとって,給食時間は食べたことのない料理への

戸惑いや,嫌いなものに対する拒否感が見られる。そこで,次のような手だ

てを持って実践を展開するならば,子どもたちは食べものに関心を持ち,進

1芸何芸豊霊這昌芸孟芸孟‡:‡:ま霊禁志胤、を高めるようl
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にする。

②　献立を工夫することによって子どもの心に感動を与える。

③　子どもたち一人一人の状態をよく理解している学級担任と連携して

指導する。

3　1年生の食生活の実態

1年生児童40名(男子20名・女子20名)の実態は,次に示すとおりである。

野

魚

肉

4　実践事例

(1)給食時間の学級訪問

食べものへの興味・関心を持たせるために,5月に3日間の計画で給食時

間に学級訪問をし,5分～10分程度の話をした。第1日目は,1人分の給食
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が入っているサンプルケースを見せて「これは,何だと思う」「これを見て

何がわかるかな」という問いかけをすることによって,献立・盛りつけ方・

食器の置き方・つぐ量に気づいたようであった。子どもたちから「このサン

プルケースはどこにあるのか」「何時ごろでてくるのか」という質問や,置

いてあるところまで見に行くという行動もあらわれた。

第2日目は,いろいろな食べものから料理が作られていることに気づかせ

るようにするために,食べものの絵カードを使って給食の献立の中から食べ

ものさがLをした。この活動から,子どもたちは食べものや料理に興味をも

ったようであった。

第3日目は,大きな口とお母さんと赤ちゃんの絵を使って,お母さんのお

腹から生まれて今までにいろいろな味を味わってきたことを話し合い,これ

からもいろいろな味を味わおうねと子どもたちと確認しあった。

(2)献立の工夫

入学して初めて経験する学校給食に子どもたちが早く慣れて,楽しみにし

てくれることを願って,うさぎりんごとおむすびを献立に入れることにした。

子どもたちの心のつながりも大切にしたいと考え,当日は給食室の先生方の

似顔絵人の手紙もだすことにした。担任の先生から,子どもたちがとても喜

んでいた様子や,おかずをがんばって食べていた様子を聞くことができた。

(3)学級担任など連携した給食指導　「きゅうしょくしつのせんせい」

入学間もない1年生に対して,食べものの栄養的な知識を与えることで好

き嫌いの見方を変えようというのではなくて,給食室の先生方の願いや思い

に目を向けさせて,それを知ることによって嫌いなものもすすんで食べよう

とする気持ちを持たせたいという学級担任の考えに基づき,学級担任と連携

して次のような指導をした。

○　単元計画

第1次　給食室の先生に聞いてみたいことを考える。

第2次　給食室の先生の願いを知り,嫌いなものも進んで食べようとする

気持ちを持つ。(本時)

〇　本時の目標

嫌いなものも進んで食べようとする気持ちを持つことができる。

○　準備

調理器具,残量の多い献立の写真,VTR,紙芝居
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○　指導過程

学　 習　 活　 動 指 導 ・ 支 援 活 動 児　 童　 の　 反　 応

1　 給 食 室 の 先 生 に 開 き 1　 児 童 が 驚 き を 持 ち , ご諺　　　や　　　　野
、A　ノノ　協議寺茄 翌 遠ノ竃 副

ソナー′・　　　　　　　　　 ぎ′ノ2輔一議
た い こ と を 質 問 す る 。 給 食 を 身 近 に感 じ る こ と

・給 食 室 の 先 生 は何 人 ぐ が で き る よ う に す る た め

らい い る の で す か 。 に , 可 能 な 限 り実 物 や 視
・何 時 か ら給 食 を つ くっ 覚 に 訴 え る資 料 を提 示 す 瑠 鞘 結 巌 瀾 謳 覗

學芸、'崩て い る の で す か 。 る。

2　 友 達 の 発 表 を 聞 き 合

・食 べ 残 した もの は ど う 「さわ らせ て ! さわ らせ て ! 」

す る の で す か 。 「大 き い ね 。 ま た 後 で 見 よ う

・あ れ だ け い っ ぱ い の 料

理 を , ど うや っ て つ く

るの で す か 。
2　 日 分 が 好 き な 食 べ 物

ね 。」

別 離 辺 [ ∴ 廟 ∴ 距 離
福琵
ノ　妙

ち翫 感 療 ノ・ノダ玩盟

や 嫌 い な 食 べ 物 を発 表 う こ と に よ り, 人 に よ っ

す る 。

3　 献 立 の 中 に は 残 量 の

て 食 べ 物 の 好 み が 違 う こ

とに気 づ かせ る。

3　 次 の 手 だ て を 講 じ,
多 い も の が あ る こ と を 実 感 を 持 っ て 理 解 す る こ
知 る 。 とが で きる よ う にす る。

、・坤重婚㌧　~ ・一 又 、な　 ロ と して
一∴諒、 、̀、デ.一顧 か誹 司 配 遜 量 の 多 い 献 立 を提 示 す

蔓 rこ、・整 泡 盛 瓢 る 。 : き　・歳′
ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　 彰・残 量 の 多 い 献 立 に つ い

て 学 級 担 任 と栄 養 士 の
会話 の様 子 を見 せ る。

4　 残 量 の 多 い 献 立 料 理

考　　　 ノ・ア諺、
竃諸　 ..∴血減一

軸 'よ。▼　まur
録癒　　　　 一影遠野 '、謁

「み ん な が た く さ ん 残 す も の溝　 啓叫 等頭　 真一。一

やく′Jい1　　　　　　 くノ1 を, ま た出 す の で す か ? 」

む苫　　　ダ鰭
タ

叫　 Y'̀l隼蔓

わきむご1ヵ　。削
4　 給 食 室 の 先 生 の 願 い

を知 る。

脇 鐙漂 ′拶 Yl 鋒

l

をつ く っ て い る給 食 調 理

員 の 作 業 の 様 子 を V T R

で見 せ る 。
◎　 給 食 室 の 先 生 の 願 い

は , 自分 に とっ て か か
わ りの 深 い もの で あ る ,ナ　ノ

Y塩ノ
こ と に 気 づ か せ る た め ー髄

江見

澄「 ∴　 甜

1浪∵-Tづ　　　　　　　　　　　　　　 Cr、、

. `千 品 甥 訂 み ん

な こ と を 思 っ て 給 食 を

つ く っ て お ら れ る の か

甥 私 感 ノ軌 朋 乱 逆

「あ っ , や ぎせ ん せ い が うつ つ
な ? 」 て る。」

・ 「ど う し て そ ん な こ と 「の こ っ た ら か な しい ね っ て い

を 思 っ て つ くっ て お ら

れ る の か な ? 」
給 食 室 の 先 生 は , 次 の

2 つ の 願 い を 持 っ て 給 食
を つ くっ て い る こ と を 紙

っ て る。」

しきこ嵐ノ　　　　 ′、・拙
く!

号
λ　ノ調・ノ1猪 .望と　 れ、; .′.、dL　j 芝居 を通 して知 らせ る。

芝　　　　　 統領 薛-Yl ・お い し く食べ て ほ しい な

端渓潔Ⅲ行雲 い な　 の　　 べ　 れ
瑚　　 ′上端.こ㌣ 最ヽ適 る よ うに な っ て ね

5　 こ れ か ら給 食 で 嫌 い 0
5　 給 食 の 時 に実 践 し よ 紙 芝 居 を見 な が ら給 食 室 の

な 献 立 が 出 た 時 に ど う う と思 う こ と を数 名 に 発 先 生 た ち の 思 い を感 じと る。
す る か を考 え る。 表 させ , 実 践 へ の 意 欲 化

を図 る。
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(4)学級担任と連携した給食指導について以下のように考察する。

(∋　食べものへの興味・関心をもつことができたか

毎日だす給食室からの「きょうのおはなしなあに」の返信覧の子どもたち

の声には給食に対する思いや質問がでてきた。やっと,ひらがなが書けるよ

うになり,一生懸命書いてくれたのであろう。

・きょうのれいとうみかん　おいしかったよ　・おさかな　おいしかったよ

・きょうのれざあとおいしかったよ　・きゃべつはどうして　ほっぱみたいなの

・きょうのばんにしるをつけました。・きょうみたいなどんぶりがでたら　たに

んどんふんぶりのごほんを,反対に入れています。どうすればいいすか

・きょうのふりかけなまえが「りしり」というなまえになっていましたが,どうし

てこんななまえがつくのですか

二学期なると〇〇〇おいしかったよだ

けでなく,しだいに子どもたちから食べ

ものに対する疑問などがでてくるように

なり,食べものへの興味や関心をもって

いる様子が感じられた。

ト⊥ 丑 山 封 ユ k l＼へら7, 三　　 上一㌢ 岩 音

玩 こて′朝 、。 ..訂、I
J のの対 l)r l 此 さ亡」 . .ト ,.

譜類誌泡横転・ゥ掛
しそ ＼̀tFうして~乙ぺ岬が昭且鰹虹. 、・・̀

7単 組 建 虻 「 ∵ 彿他 動 融

②　給食は自分たちのことを考えてつくられていることに気づくことができたか

指導後の調査結果1・2より,給食の中で残量の多い「みそに」の献立の

料理を作っている給食室の先生方の作業のビデオを見せることによって,作

業中での給食室の先生方のつぶやきから,きらいなものもがんばって食べて

ほしい・のこさず食べてほしい・おいしく食べてほしいという作り手の思い

に気づいたようである。また,元気になってはしいから・大きくなってほし

いからという子どもたちの健康を願っている作り手の気持ちにも気づいたよ

うである。

(彰　嫌いなものもすすんで食べようとする気持ちを持つことができたか

指導後の調査結果3で,嫌いなものがでたら全部残すが5%から2%に,

少し食べて後は残すが40%から33%になり,なぜかという問いに対して,体

のこと・作る人思いやりがでており意識の変容が見られた。

また,実践へとつなげていく手だてとして,9月の給食目標「すききらい

をしないでなんでもたべよう」のがんばりカードへの記入も実施した。

自分を振り返り,がんばって食べようという意欲を持つことができたので

はないかと思われる。

一292-



学　校　給　食

(指導後の調査結果)
1給食室の先生はどんなことを思いながら給食をつくっていたか

・きらいなものでもがんばって食べてほしい(7人)
・みんな食べてくれるかな(3人)
・みんなよく食べて元気になってほしい(3人)
・のこさず食べてほしい(13人)
・のこったらかなしいね(7人)
・のこったらあらうのたいへん(1人)
・おいしく食べてくれるかな(8人)
・おいしくつくろう(3人)

2　そう思うのはなぜか
・元気になってほしいから(7人)
・大きくなってはしいから(1人)
・体にいい栄養があるから(2人)
・みんなが食べるかもしれないから(5人)
・おかわりをしてほしいから(1人)
・きらいなものを残すから(1人)
・おいしくつくっているから(2人)
・いっしょうけんめいつくっているから(3人)

3　給食できらいなものがでたらどうするか

(理由)
○体のこと(15人)
・大きくなりたいから
・体にいいから
・つよくなれるから
・健康になれるから
・元気になるため

○食べること(9人)
・おいしいかもしれない
・きらいなものもすきになる
とうれ
きらい
お と

栄養
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○作る人への思いやり(7人)
・わざわざつくってくださったから
・先生がかなしむから
・いっしょうけんめいつくってくだ
さったのに残したらわるいから

5　おわりに

この実践を通して学級担任の給食に対する理解の深さを知ることができ

た。学級担任と連携して指導するためには,担任の意図にそった学習内容が

提供できるように教材研究をしていきたい。

子どもたち一人一人のがんばる気持ちや,思いやりの気持ちが,日々の学

校生活や家庭でいかされるように支援していくことが大切であると考える。

また,この実践ですぐに子どもたちが何でも食べれるようになるわけでは

ない。6年間の学校給食のどこかで"何でも食べれるようになったよ"とい

う声が子どもたちからきけるように,日々努力していきたいと思う。

(松原　佳恵)
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